「日本演劇史各論B（古典演劇）」（100分授業、全14回）シラバス

下記「科目概要」「到達目標」に基づき、「授業の進め方の概要」「授業内容」「評価の方法と配分」「テキスト・参考文献」をご記入ください。枠組みは自由に改変して構いません。「科目概要」「到達目標」は書き換えないでください。
氏名：　　　　　　　　　　　
	科目概要
	近世における日本の演劇（芸能）の展開について論じる。本授業では、各芸能の特徴を明らかにしながら、その歴史を社会的、文化的背景の中に位置づけることを目的とする。諸芸能の相互の関係にも着目し、その伝承や変容を多面的に捉えられるよう心掛けたい。具体的には、近世の幕開けとともに「人形浄瑠璃」と「歌舞伎」が成立する状況を照射し、近世をとおして両者が相互に影響を与えつつ展開していくさまを追う。

	到達目標
	１．近世の日本の演劇（芸能）について、ジャンル相互の関係性や、社会的・文化的背景との関連から理解する事ができる。(専門的知識・幅広い教養）
２．日本の演劇（芸能）の流れや演劇ジャンルの特徴について、自分の言葉で的確に説明することができる。（洞察力、分析力）
３．自らが接する古典芸能を、授業で学んだ知識と結びつけて鑑賞することができる。（論理的思考力、リテラシー）

	授業の進め方の概要
	






	第1回（授業内容）
	



	第2回（授業内容）
	



	第3回（授業内容）
	



	第4回（授業内容）
	



	第5回（授業内容）
	



	第6回（授業内容）
	



	第7回（授業内容）
	



	第8回（授業内容）
	



	第9回（授業内容）
	



	第10回（授業内容）
	



	第11回（授業内容）
	



	第12回（授業内容）
	



	第13回（授業内容）
	



	第14回（授業内容）
	



	評価の方法と配分
（評価の方法は2つ以上示すこと）
	

	テキスト・参考文献
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